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はじめに 
 

この説明書は、蓄熱式電気暖房器“アルディ”をご使用いただくためのガイドブックです。 

アルディを初めてお使いになる方はもちろん、すでにお使いいただいている方にも知識や経験

を再確認する上で、お役に立つものと考えております。この説明書をお読みになり、内容をよく

理解された上で本製品をご使用くださるようお願いいたします。また、この説明書は、本製品を

ご使用になる近くのきめられた場所に置いて、いつでもご覧になれるようにし、本製品をご使用

になるようお願いいたします。 

アルディの設計内容に関する研究・改良の結果、この説明書の内容に、お買い上げの製品と詳細

において異なる場合があります。お買い上げの製品または、この説明書の内容につきましてご質

問がありましたら弊社までお問い合わせください。 

 

★本製品は「融雪用電力（２２時間供給）」にのみ対応しております。 

「融雪用電力（１９時間供給）」には対応しません。 

※融雪用電力とは 

従来からロードヒーティングなどの融雪用途に利用され、冬季（１０月から翌年の５月ま

での期間）だけご利用いただける電力契約になります。 

現在、北海道電力のみ暖房用途としてもご利用することができます。 

 

★RDS40 シリーズは通電制御機器割引の対象外です。 

通電制御型夜間蓄熱式機器割引は適用されませんのでご注意ください。 

また RDS40 シリーズは融雪用電力契約専用機器ですので他の電力契約では使用しないでくだ

さい。電気料金が割高になることがあります。 

 

安全にお使いいただくために 
 

絵表示について 

この説明書および本製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々

への危害や財産への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。その表示と

意味は次のようになっています。内容をよく理解してから本文をお読みください。 
 

 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、死亡または重傷を負う危険が

差し迫って生じることが想定される内容を示しています。 

 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、死亡または重傷を負う可能性

が想定される内容を示しています。 

 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定

される内容および物的損傷の発生のみが想定される内容を示しています。 
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絵表示の例 

 

△記号は注意（危険・警告を含む）を促す内容があることを告げるものです。 

図の中に具体的な注意内容（左図の場合は感電注意）が描かれています。 

 

○＼記号は禁止の行為であることを告げるものです。 

図の中や近傍に具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）が描かれています。 

 

●記号は行為を強制したり指示したりする内容を告げるものです。 

図の中に具体的な指示内容（左図の場合は電源プラグをコンセントから抜け）が描か

れています。 

 

必ず守っていただきたいこと 
 

 

 

外装パネルは、絶対にはずさないでください。 

内部に触ると感電、やけどなど、けがをする恐れがあります。 

 

暖房器表面や温風吹出口は、高温になりますので触らないでください。 

やけどする恐れがあります。特にお子さまを暖房器に近づけないでください。 

 

危険物（ガソリン・シンナ－・スプレ－缶など）を暖房器の周囲や、温風のあたると

ころに絶対に置かないでください。爆発や火災の恐れがあります。 

 

地震のときは決して暖房器の周囲に近づかないでください。 

万が一転倒した場合、けがをする恐れがあります。 

 

 
 

 

棚下設置の場合温度や乾燥により、天板にそり・ひび割れ・変形などが発生する場合

があります。 

天板裏面に遮蔽材を貼り付けるなど、予防措置を講じてお使いください。 

 

万が一転倒した場合、転倒センサーの作動により通電が停止しますが、念のためにお

手を触れずに電源プラグをコンセントから抜き、電源ブレーカーをお切りください。 

またすみやかに販売店、または工事店にご連絡ください。 

長期間ご使用にならない場合、万が一異常を感じた場合は、電源プラグをコンセント

から抜き、電源ブレ－カ－をお切りください。 

 

温風に長時間あたらないでください。 

脱水状態になったり、低温やけどになったりする恐れがあります。 

特に小さいお子さま・お年寄りにはまわりの人が注意してあげてください。 

 
電源コードの上には絶対に重い物をのせないでください。 

火災や感電の原因になります。 

 
電源コードを束ねたまま使ったり、無理に引っ張ったりしないでください。 

感電、故障の原因になります。 

 
暖房器に水をかけたり、内部に異物を入れたりしないでください。 

火災や感電、故障の原因になります。 

 
カ－テンや燃えやすいものの近くなどでは、使用しないでください。 

また洗濯物などの乾燥に使用しないでください。 
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火災や変色の原因になります。 

 
暖房器の上には絶対にものを（かびん・洗濯物・ふとんなど）をのせないでください。 

火災や感電、故障の原因になります。 

 

蓄熱した状態で、吸気口を掃除機などで吸わないでください。 

故障の原因になります。 

 
アルディは居室の暖房用として作られています。乾燥室、温室、風呂場など湿気の多

い場所、床下などの特殊な場所、違う用途では絶対に使用しないでください。 

故障の原因になります。 

 

暖房の方法と特長 
 
 

アルディは電力を利用して、蓄熱ブロックにたっぷりと熱を蓄え、昼間必要に応じてこの熱を少

しずつ取り出して効率よく暖房する、経済性と省力化を考えた蓄熱式電気暖房器です。 

暖房器表面からの自然放熱（輻射熱）により、夜間や朝早く起きたとき、また外出から戻ったと

きも室温をある程度維持しているため、とても心地よい暖房感が得られます。 

 
 

電気暖房だから安全で衛生的 
 

 

火を使わないので火事の危険が少なく、部屋の空気も汚しません。 
 

 

電気暖房だから手間いらず 
 

 

燃料の補給が不要で、しかも電気は安定供給が得られるエネルギーです。 
 

 

丈夫で長持ち、優れた耐久性 
 

 

燃焼式暖房器に比べ構造が簡単で高い耐久性があります。 
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各部の名称 
 

 
  

操作パネルの名称と働き 
 

 
 

 
★操作パネルの各ランプは、操作しない状態が３０分続くと自動的に明るさが落ちます。ボタン操

作をすると再びもとの明るさに戻ります。 
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基本的な使いかた 
 

使い始めるとき 

手順① 電源を入れる 

１００Ｖ電源プラグをコンセントに差し込み、分電盤の２００Ｖ電源ブレーカーを入

れます。 

手順② 時刻を合わせる 

時計の時刻を確認します。時刻が大きくずれている場合には「時刻合せ」をします。 

手順③ 蓄熱量をセットする 

蓄熱量セットを「小」にして、初日は内部に入り込んだ湿気を取り除きます。 

２日目以降は寒さに合わせて必要な蓄熱量を選択します。 

★電源を入れたときは、切る前の予約設定などが記憶されていますのでご注意ください。 

一般的な使いかた 

肌寒く感じ始める１０月頃に使用を開始し、５月頃までずっと切らずに使い続けるのが一

般的です。 

室温設定は２０℃が標準です。お出掛けのときや深夜の就寝時間はファンを停止します。 

ファンを動かさなくても自然放熱は続いていますので、外出先から戻ったときや朝起きた

ときも冷え切ることはありません。 

外出して誰も家にいない場合には、人の出入りもなく、密閉された温室のような状態になり

ますので蓄熱量の減り方も少なくなっています。  

１～３日、留守にする場合 

蓄熱量セットは切らずに、お出掛け前にファンボタンを切ります。 

お部屋が冷え切らないので、帰宅時に暖房をつけ、コートを着て、震えながら暖かくなるの

を待っている必要はありません。ファンを稼動させると、室温を設定温度に合わせようと温

度コントロールを開始します。 

一週間程度、留守にする場合 

寒い時期であれば、１～３日留守にする場合と同じでよいでしょう。 

もし、もったいない感じがするようでしたら、「蓄熱量セット」を「小」にして、ファンボ

タンを切ってお出掛けください。 

蓄熱量セットを「切」にしてしまうと内部温度も冷え切ってしまいますので、一晩蓄熱して

翌朝にならないと暖かくなりません。 

暖房シーズン終わりに 

暖房シーズンが終了したら、落雷などによる故障を防止するために１００Ｖ電源プラグを

コンセントから抜きます｡万が一プラグが抜けない場合は蓄熱量設定を「切」にしてくださ

い。さらに、分電盤の２００Ｖ電源ブレーカーを「切」にします。 

★電源を切っても設定を記憶していますが、外部電磁ノイズなどによる影響でマイコンの

誤動作を防ぐ保護機能が働き、記憶内容が消える場合があります。 

その際は時刻、蓄熱量などの設定が変わっている可能性がありますので、ご使用前には必

ず設定をご確認ください。 

★１００Ｖ電源を入れたまま２００Ｖ電源ブレーカーを「切」にされますとＥ００７エラー

表示が出ることがあります。エラー表示が出た場合は１２ページのこんなときには を

ご覧ください。 
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ボタン操作のしかた 
  

時刻の合わせかた 

あらかじめ現在時刻に合わせておりますが、万一、ずれている場合は下記の手順により、時

刻合せを行ってください。 

操作１     を押すとデジタル表示        が点滅します。 

操作２ 時刻を進めるときは   を、遅らせるときは   を押します。 

操作３    をもう一度押すと時刻が確定します。 

蓄熱量の選びかた 

操作１     を押すたびに、 

 

と切り替わりますので、いずれかを選択します 「切」の場合は点灯しません 

使 

用 

例 

大 寒い毎日が続くころ 

中 日中もときどき暖房がほしいころ 

小 秋の終わりや春先などの朝晩暖房がほしいころ 

切 長期にわたり留守にする場合、またはシーズンオフ 

室温設定のしかた 

操作１    ボタンを押して    にします。 

操作２    または、   を押すと、室温設定が１つずつ 

変わります。ランプ１つで３℃変化します。 

切 小 中 大 切 
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ボタン操作のしかた 
 

ファン機能の使いかた 

操作１     ボタンを押して    にします。 

ファンを止めるときはもう一度    を押して    にします。 

送風 モード の切り替え操作 

操作１     ボタンを３秒以上押し続けると、送風モードの切り替えができます。 

切り替え中、設定されたモードを３秒間点滅表示します。 

送風「Ｌｏ」モード  送風「Ｈｉ」モード  送風「Ａｕｔｏ」モード 

 

 

 

送風「Ｌｏ」モード 

「弱風」で送風します。  ★出荷時はこのモードに設定してあります 

送風「Ｈｉ」モード 

「強風」で送風します。 

送風「Ａｕｔｏ」モード 

お部屋の温度と室温設定の温度差により「弱風」「強風」を自動的に切り替えて送風します。 

 

お部屋の温度と室温設定の差が５℃以上の場合・・・「強風」運転になります 

お部屋の温度と室温設定の差が４℃以内の場合・・・「弱風」運転になります 

● お部屋が室温設定より暖かくなると、自動的に送風を停止します。 
 

（弱） （強） （自動） 

ポイント！ 
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便利な使いかた 
 

予約暖房 
★ファンの予約運転ができます。 

★午前(０時～１２時)予約１回・午後(１２時～２４時)予約１回、朝夕２回の予約できます。 

★最短１分間から、１分刻みで予約できます。 

★午前だけ、午後だけでも予約できます。 

★予約中でも「ファン」ボタンをＯＮすると、予約を解除してファンが動きます。 

★「ファン」をＯＦＦすることで予約暖房に戻ります。 

★一度セットした予約内容は変更しない限り、電源を切っても記憶しています。 

 

予約セットのしかた 

〈午前予約〉するときは 

操作１     ボタンを押すと   が点灯し、        が点滅します。 

操作２     ボタンでご希望の入時刻にします。 

操作３ 続けて    ボタンを押すと   が点灯し、        が点滅します。 

操作４     ボタンでご希望の切時刻にします。 

操作５     ボタンを押して    となれば午前の予約完了です。 

〈午後予約〉するときは 午前と同じように    を押して予約します。 

〈予約〉を解除するときは     または    を押すと消灯し予約解除になります。 
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便利な使いかた 
 

チャイルドロック機能 

★小さなお子さまなどが誤って操作しないようにキーロックができます。 

★ロック中は通常のボタン操作はできません。 

★ロック中にエラーが発生場合は、エラー解除操作のみできます。 

 

チャイルドロックのしかた 

操作１     を３秒以上長押しすると    になり、確認音がしてロックされます。 

もう一度３秒以上長押しするとロックが解除されます。 

リセット・ハードリセットのしかた 

リセットのしかた  を先の細いもので押します。 

 

ハードリセットのしかた 

 

操作１     を押したまま  を先の細いも

ので押すとデジタル表示        が点

滅し、設定がすべて初期状態になります。 

 
★表示がおかしい、またはボタン

が正しく効かないときはリセッ

トを行ってください。この場合

は、時刻や設定内容は変わりま

せん。 

★すべてを初期状態に戻す場合

は、ハードリセットをしてくだ

さい。この場合は、お使いになる

前に、必ず時刻合せを行ってく

ださい。 
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日常のお手入れ 
 

本体の汚れ 

アルディが冷えているのを確認し、１００Ｖ電源プラグをコンセントから抜き、２００Ｖ電源

ブレーカーを切ってください。汚れがひどい場合は、中性洗剤を使って拭き取ってください。 

ベンジン・シンナーなどは使用しないでください。 

壁との間の掃除 

アルディが冷えているのを確認し、１００Ｖ電源プラグをコンセントから抜き、２００Ｖ電源

ブレーカーを切ってください。掃除機でアルディと壁の間のごみ・ほこりを取り除いてくださ

い。掃除が終わりましたら電源を入れてください。 

フィルターのお掃除 

アルディが冷えているのを確認し、１００Ｖ電源プラグ

をコンセントから抜き、２００Ｖ電源ブレーカーを切っ

てください。 

 吸気口にはフィルターが取付けてあります。フィルター

が詰まると故障の原因になります。ほこりが目立つよう

になりましたら、吸気口の上から掃除機でほこりを吸い

取ってください。 

 フィルターのほこりが取りきれない場合は、フィルターを

取り外して掃除をすることができます。 

 

 

 

本体内部の清掃は、かならず設置工事店・販売店または専門の工事店にご依頼くださ

い。感電・やけどなどをする可能性があります。 

日常のお手入れをされる場合は、かならずアルディが冷えている状態で行ってくださ

い。暖房器表面や温風吹出口が高温のときに触るとやけどする恐れがあります。 

 

電動ドライバーは使用しないでください。 

洗剤使用、水洗い等はしないでください。 

 

フィルターは左右２箇所の 

ネジを外すと、手前に取り 

外せます。 



 －１１－

こんなときには 
 

状況 予想される原因 処       置 

表示しない 停電している 電力会社にご連絡ください。 

電源が切れている 分電盤の主幹ブレーカー、個別ブレーカー、電源プラグ

を確認します。 

表示がおかしい 

ボタンが効かない 

マイコンが暴走している リセットをしてください。 

蓄熱しない 蓄熱量セットが「切」になっている 蓄熱量をセットします。 

温風が出ない 室温センサーがショートしている 取扱店にご連絡願います。ショート個所を切って再接続

する必要があります。 

ファンに異物が入り回らない 取扱店にご連絡願います。 

異物を取り除く必要があります。 

においがする 初めて使った 初めて蓄熱したときは、１～２日においがする場合があ

りますが異常ではありません。 

ボコッなどと音が

する 

フレーム、カバーなどが膨張・収縮し

て音が出ている 

ファン運転の前後、金属の膨張・収縮によって音が出る

場合がありますが、異常ではありません。 

Ｅ０００表示 ディップスイッチ設定エラー 取扱店にご連絡願います。 

Ｅ００１表示 本体の上に、物がのっている 上面温度が高い。 

本体上にのっているものを除去してください。 

チャイルドロックボタンを押すと復帰します。 

隙間が足りない、または解決しない場合は取扱店にご連

絡願います。 

後方の壁、または上方の壁との隙間

が足りない 

Ｅ００３表示 温風出口をふさいでいる 吹出口付近の温度が高い。 

吹出口付近にあるものを移動してください。 

チャイルドロックボタンを押すと復帰します。 

解決しない場合は取扱店にご連絡願います。 

Ｅ００４表示 

Ｅ００５表示 片側のファンが動いていない 右側、または左側の温度が低い。 

チャイルドロックボタンを押すと復帰します。 

解決しない場合は取扱店にご連絡願います。 

ファンが停止している場合は異物が混入している可能

性があります。 

２００Ｖ電流値が正常か確認する必要があります。 

蓄熱センサーが外れている 

ヒーターが切れている 

Ｅ００６表示 地震などで大きく揺れた 振動を検出しました。 

チャイルドロックボタンを押すと復帰します。 

転倒した場合は取扱店にご連絡願います。 
転倒した 

Ｅ００７表示 ２００Ｖ電源が切れている ２００Ｖ電源ブレーカーを確認してください｡ 

チャイルドロックボタンを押すと復帰します。 

解決しない場合は取扱店にご連絡願います。 

使用しない場合は蓄熱量を「切」にしてください。 

シーズンオフに２００Ｖ電源ブレー

カーをＯＦＦにしたが、操作パネル

の蓄熱量を「切」にしていない 

Ｅ００８表示 異常過熱状態 すぐに配電盤の２００Ｖブレーカーをお切りになり、取

扱店にご連絡願います。 

 

 

● エラー音・エラー表示の解除は    ボタンを押します。 

● 室温確認は    の状態で▲を ３秒以上 【長押し】します。 

ポイント！ 



 －１２－

仕 様 
 

RDS40 ｼﾘｰｽﾞ 融雪用電力対応機種 ファンタイプ強制放熱型 

型式 RDS-S2240 RDS-S3340 RDS-S4440 

定格電圧 蓄熱用 単相 AC200V 50/60Hz 

制御用 単相 AC100V 50/60Hz 

定 格 

消費電力 

蓄熱用 2.2 kW 3.3 kW 4.4 kW 

制御用 25 W 50 W 

暖房能力 

連続 

通電時 
7.9 MJ/h 11.9 MJ/h 15.8 MJ/h 

15 分断続 

ｶｯﾄ時 
7.2 MJ/h 10.8 MJ/h 14.4 MJ/h 

質量 97 kg 138 kg 182 kg 

蓄熱ヒーター 1.1kW×2 本 1.1kW×3 本 1.1kW×4 本 

ファン運転音 弱 40dB／強 46dB 弱 43dB／強 49dB 

外形寸法 幅 576 mm 766 mm 956 mm 

高さ 670 mm 

奥行き 266mm（ 防護カバーを含んだ場合、壁からの距離は 320mm ） 

蓄 熱 

ブロック 

材質 マグネシア 

個数 12 個 18 個 24 個 

断熱材 セラミックファイバー断熱材 および シリカ微粉末断熱材  

安全装置 蓄熱用 サーミスタ検知による蓄熱体温度過昇防止・温度ヒューズ 

本体用 サーミスタ検知による上面／底面温度過昇防止 

耐震用 フォトセンサーによる通電カット 

添付品 壁固定ネジ 床固定用ネジ 取扱・設置説明書 保証書 

標準機能 壁固定防護カバー 

床固定仕様 

送風量切替（弱・強・自動） 

ファン運転予約機能（午前予約１回、午後予約１回） 

蓄熱量３段階切替（切・小・中・大） 

チャイルドロック機能 

停電時設定内容記憶（５年以上） 

点字対応操作パネル 

外部室温センサー（サーミスタ ケーブル 1.7ｍ長 標準は本体右下に取付け） 

100V 電源コード（プラグ付 1.5ｍ長） 

200V 電源コード（キャブタイヤケーブル 3.5mm２ 3 芯 1.4ｍ長） 

 



 －１３－

アフターサービスおよび保証 

 保証書は必ず「お買い上げ年月日」「販売店名」などの所定事項の記入および記載内容をご確認 

の上、お買い上げの販売店様からお受け取りください。 

 保証期間中（保証期間は保証書に記載してあります）に修理を依頼される場合は、恐れ入りま

すがお買い上げの販売店様または弊社までご連絡ください。 

保証書の内容に従って修理いたします。     

 保証期間経過後の修理については、お買い上げの販売店様または弊社にご相談ください。お客

様のご希望により、有償にて修理いたします。 

 本製品に異常がある場合には、お客様ご自身で修理されたり、手を加えたりすることは怪我や 

やけどの危険がありますので絶対に行わないでください。 

 本製品の補修用性能部品の最低保有期間は製造打切後 10 年です。補修用性能部品とは、本製品

の機能を維持するために必要な部品です。 

 保証期間中の修理やアフターサービスについてご不明な点は、お買い上げの販売店様またはフ

リーダイヤルお問い合わせください。 

 

・設置/保守/修理拠点：フジタカコーポレーション 

東京支店                  名古屋支店 
東京都板橋区板橋１－４２－１３大佳板橋ビル４F   愛知県名古屋市西区中小田井二丁目２４５番地 
ＴＥＬ：０３－５８４３－４９０２          ＴＥＬ：０５２－５０９－２２６１ 

 ＦＡＸ：０３－５３７５－００４１          ＦＡＸ：０５２－５０９－２２６３ 

 福岡支店                  仙台営業所 
 福岡市博多区博多駅南３丁目１４番８号       宮城県仙台市若林区六丁の目中町５－３０ 
 ＴＥＬ：０９２－４４１－１３８５         ＴＥＬ：０２２－３９０－１３７１ 
 ＦＡＸ：０９２－４７７－２５３０         ＦＡＸ：０２２－３９０－１３８１ 

郡山営業所                 宇都宮営業所 
 福島県郡山市喜久田町卸１－１２２－１        栃木県宇都宮市下栗町４８１メゾンソレイユ１０７ 
 ＴＥＬ：０２４－９７３－８８５１         ＴＥＬ：０２８－６５７－８６０８ 
 ＦＡＸ：０２４－９７３－８８５３         ＦＡＸ：０２８－６５７－８６０９ 

高崎営業所                 埼玉営業所 
 群馬県高崎市福島町７３８－１            埼玉県蓮田市閏戸２８３－１３ 
 ＴＥＬ：０２７－３７２－０１１１          ＴＥＬ：０４８－７６５－８１００ 
 ＦＡＸ：０２７－３７３－８４４１         ＦＡＸ：０４８－７６５－８１０３ 

金沢営業所                  神奈川営業所 
 石川県金沢市問屋町３丁目１２番           神奈川県相模原市中央区上溝７丁目１２－１５  
 ＴＥＬ：０７６－２３７－１４８１          ＴＥＬ：０４２－７６４－６２３３ 
 ＦＡＸ：０７６－２３７－８４１８         ＦＡＸ：０４２－７６１－２５２０ 

 その他のサポートエリア 

 北海道、青森、山形、秋田、岩手、新潟、長野、山梨、茨城、千葉、福井、富山、三重、岐阜、大阪、滋賀、奈良 

 和歌山、京都、兵庫、島根、鳥取、広島、山口、徳島、高知、愛媛、香川、佐賀、長崎、大分、宮崎、熊本、鹿児島 

■ お客様お問い合わせ先   ０１２０－００２－１１２ 

（９：００～１７：００ 土・日・祭日を除く） 

・設置/保守/修理に関するお問い合わせ：  after-chikudan@fujitaka.com 

・製品に関するお問い合わせ          ：  chikunetsu@sanica.co.jp 



 －１４－

設置する場所 
 

 

 

床の強度を確認してください。 

故障の原因、本体や床変形の原因になります。また、じゅうたんや畳、波打った床な

どでは厚さ１０ｍｍ以上の敷板を敷いてください。 

 

カーテンや燃えやすい物のそばなどには設置しないでください。 

火災や変色の原因になります。 

 

ガソリン・灯油・シンナー・ベンジンなど揮発油を取り扱う場所には設置しないでく

ださい。火災や爆発の原因になります。 

 

温風吹出口前方（１ｍ以内）にギャラリ（格子）を取付けないでください。 

火災の原因になります。 

 

右図の寸法の空間がない場所に設置

しないでください。 

火災、故障の原因になります。 

 

カウンター下や壁等に埋め込んで設

置する場合は、壁から右図に示す距

離を空けてください｡ 

暖房器の熱が中にこもり、壁材など

の反りやたわみ、変色、火災、故障

の原因になります。 

 

電源コードを束ねたまま設置したり、外装パネルと壁のすきまに挟んで押し付けた状

態で設置したりしないでください。 

 

アルディは居室の暖房用として作られた物です。乾燥室、温室、風呂場など特殊な場

所に設置しないでください。 

故障、感電の原因になります。 

 

特殊な環境には設置しないでください。 

温泉、塩害、大気汚染による腐食の恐れがあるところ。化学薬品を使用する場所。 

故障の原因になります。 

 

２台以上設置するときは、間隔を１ｍ以上開けてください。 

故障の原因になります。 



 －１５－

本製品の構成部品、附属品 
 

 

     
アルディ            蓄熱ブロック（別梱包） 

[１.１ｋＷ当たり２箱（１箱３個入り）] 

 

 

        

取扱・設置説明書        保証書           外装箱 

 

 

                

床固定用ネジ×２本        壁固定ネジ×８本 

±六角座付タッピンネジ６×２５Ｌ  ±六角座付タッピンネジ４×５０Ｌ 



 －１６－

耐震固定 
 

 

 

壁固定は必ずおこなってください。 

地震の際、転倒する場合があります。 

床固定もあわせて行えば、より安全性が向上します。 

 

壁固定個所の補強工事（壁面）が必要です。 

壁固定の効果を十分に発揮させるためには壁面の胴縁の厚みが３０ｍｍ以上、胴縁へ

の木ネジのねじ込み長さが２０ｍｍ以上必要です。木ネジ長さは「壁面のボードの厚

さ＋２０ｍｍ以上」（添付±六角座付タッピンネジ４×５０Ｌ）を用いてください。 

 

壁固定のしかた 
 

手順① 防護カバーの取り外し 

設置する前にアルディからトップカバーと防護カバーを取り外します。 

（先にトップカバーを外さないと防護カバーは取り外しできません） 

 
 

 



 －１７－

壁固定のしかた 
 

手順② 壁固定用ネジの取付け方法 

あらかじめアルディ設置場所の

壁に下図の寸法で取付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付のネジはすべて使ってください。また、固定箇所は出来るだけ均等にしてくださ

い。固定箇所が偏ると十分な耐震性能を得られません。 

 

砂壁など特殊な壁に固定する場合、壁材が剥れる可能性があります。あて板などをして

から固定してください 

 

既築の住宅に設置される場合など、下地（胴縁）補強ができない場合は、 

上図寸法ではなく間柱のある位置でネジ止めしてください。 

 
★胴縁寸法は「蓄熱式電気暖房器の耐震設計指針」の推奨構造によるものです｡ 



 －１８－

壁固定のしかた 
 

手順③ 筐体の固定 

壁に取付けた防護カバーと筐体の位置を合わせ、ネジで固定します。 

★壁組み込み設置の場合は、防護カバーを上下逆にして取付けてください。 

 蓄熱ブロックを組み込んだあと、筐体を壁中に入れてそのまま壁固定をします。 

 

 

       
 

 

 

   

通常設置の場合 壁組み込み設置の場合 

防護カバーを上下

逆にして取付けま

す。 

本体を壁中に押し

込んでから、壁固定

用ネジを取付けま

す。 

防護カバーを壁面に

取付けます。 

本体と位置合せを

し、防護カバー固定

ネジを取付けます。 



 －１９－

床固定のしかた 
 

手順① 下穴の位置 

設置位置が決まりましたら、床固定用の下穴を下図の位置にあけます。 

床にあける下穴径はΦ３．５ｍｍが適当です。 

 

 
 

手順② 床固定用ネジの取付け 

添付品の±六角座付タッピンネジサイズ６×２５Ｌでアルディを床に固定します。 

アルディの温風吹出口を外します。 

 

 

 

 

 

床固定用ネジ穴 2箇所 

ボックスレンチ等

を使用すると作業

がしやすいです 

床固定用ネ

ジ 

● 壁組み込み設置など、蓄熱ブロッ

クの組み込み時に本体を移動する

場合は、設置の最後に床固定用ネ

ジを取付けてください。 

ポイント！ 
 

●内部配線がファンの羽根車に触れて

いると被覆がむけるなど思わぬ事故に

つながります。床固定作業の後、内部

配線を手前に整えてください。 

 



 －２０－

電源ケーブルの接続 
 

注 意 機器側と屋内側の電源ケーブル接続は、適切な空間がある樹脂製ＢＯＸをご使用下さい。 

 

 

 



 －２１－

 

手順① ２００Ｖ電源コード、アースを接続します。 

（白がアースです）外部に出ているコード（ゴムキャブタイヤケーブル１．４ｍ）に直

接結線します。 

 

手順② １００Ｖ電源コードを接続します。 

 

 

ケーブルに 

直接結線 

(白がアース) 

 

●２００Ｖ屋内配線工事をする

には、"第２種電気工事士又は

第１種電気工事士"の資格が

必要です。 

●配線工事は「内線規定」（JEAC 

8001）の「深夜電力機器の施

設」にしたがって行ってくだ

さい。 

●接地線は、Ｄ種接地

工事を行ってくだ

さい。接地線は下表

の太さをお使いく

ださい。 

機種 接地線の太さ 

2240～ 

4440 型 

直径１．６ｍｍ以上、また

は２ｍｍ２以上の銅線 

 

コンセントは後ろに隠

れないように！ 
● 設置後は本体の移動が困難になり

ますので、お客様が清掃したり、夏

季などで使用をやめたりするとき

に電源を切れるよう、電源プラグ

は右図のとおり本体後ろに隠れな

いようにしてください。 

● ２００Ｖ・１００Ｖの接続を間違

えて通電すると制御基板が破損し

ますので十分注意してください。 

ポイント！ 



 －２２－

組立準備 
 

手順① 本体を設置する場所に置きます。 

壁･出窓の下などに設置し、本体上部と

壁との距離が短い場合は、蓄熱ブロック

の組込み作業がやりにくくなりますの

で、アルディは設置場所の前に置きま

す。下に予めカーペットなどを敷いてお

くと（前面から約３／４まで）床に傷つ

けることなく簡単に押し込めます。 

手順② トップカバーを外します。 

トップカバーを固定しているネジは 2

本ないし３本あります。次にトップカバ

ーの後部を持ち上げます。トップカバー

サイドの隙間に手を添えて手前に引く

と外れます。 

手順③ 断熱材を取り出します。 

マイクロサーム断熱材(厚さ２０ｍｍ)

を取り出します。 

最初に後端を上に引いて後部を持ち上

げます。次に斜め後方に引くと外れま

す。 

カーペット 

● トップカバー後端を持ち上げる

際、トップカバー・フロントカバー

に傷をつけないよう取扱いに注意

してください。 

● 断熱材は折れやすいので取扱いに

は十分注意してください。 

ポイント！ 

ポイント！ 



 －２３－

組立準備 
 

手順④ 断熱材を取り出します。 

セラミックファイバー断熱材(厚さ５ｍ

ｍ)を取り出します。破損しやすいので

取り出すとき、取扱いに注意します。 

手順⑤ ステンレスパネルを取り出します。 

マイナスドライバなどを隙間に差し込

んでこじると取り出しやすいです。 
 

手順⑥ 仕切りを取り出します。 

ヒーターを固定している仕切り（ダンボ

ール）を取り出します。ヒーターを引っ

張りあげないよう手で押さえて注意し

ながら取り出します。 

 

ステンレスパネルは角で手を切りや

すいので取扱うときには手袋をして

ください。 

● セラミックファイバー断熱材はマ

イクロサーム断熱材の保護用で

す。弱くて破れやすいですが、破

れたり千切れたりしても隙間が開

かないように入れれば問題ありま

せんので、そのままご使用くださ

い。 

ポイント！ 



 －２４－

蓄熱ブロックの組み込み 
 

手順① 蓄熱ブロックを組み込みます。 

蓄熱ブロックは下図のように裏表・上下があ

ります。端から隙間ができないよう順序良く

行ってください。蓄熱ブロックの数量は下表

のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

機種 RDS-S2240 RDS-S3340 RDS-S4440 

数量 12 個( 4 箱) 18 個( 6 箱) 24 個( 8 箱) 

 

●断熱材を破損しないよう、慎重に組

み込んでください。 

●ヒーターの前後に隙間ができない

ように組み込んでください。 

 

しるし同士を突き合わ

せるように組み込んで

ください。 



 －２５－

断熱材の組み込み 
 

断熱材の組み込み 

断熱材は、 

① ステンレスパネル 

② セラミックファイバー断熱材 

③ マイクロサーム断熱材 

の順番に組み込みます。 

手順① ステンレスパネルを取付けます。

本体内部のステンレスパネルの外

側へかぶせるように取付けます。 

③マイクロサーム 

②セラミックファイバー 

①ステンレスパネル 



 －２６－

断熱材の組み込み 
 

手順② セラミックファイバー断熱材(厚さ５ｍｍ)を取付けます。 

手順③ マイクロサーム断熱材(厚さ２０ｍｍ)

を取付けます。縫い目を前面側にして前

端を差し込みます。（右図①）後端を押

し込みます。（右図②） 

 

 

 

 

 

折れたり崩れたりしたマイクロサー

ム断熱材は絶対に使用しないでくだ

さい。熱もれしてやけどや火災の原因

となります。 

また、取付け後は隙間が無いか、装填

状況を十分確認してください。 

 

● セラミックファイバー断熱材はマ

イクロサーム断熱材の保護用で

す。弱くて破れやすいですが、破れ

たり千切れたりしても隙間が開か

ないように入れれば問題ありませ

んので、そのままご使用ください。 

縫い目 

● この断熱材組込みが暖房器の性能を左右しますので、工事する際には十分に注意を払っ

て行ってください。 

● 折れやすい断熱材ですので取扱いには十分注意してください。 

● セラミックファイバー断熱材とマイクロサーム断熱材の取付け順番を間違えないよう

十分注意してください。 

ポイント！ 

ポイント！ 



 －２７－

本体の設置 
 

手順① 本体を所定の位置に設置します。 

本体を所定の位置まで押し込み、敷いて

いたカーペットなどを外します。壁組み

込み設置の場合は壁固定用ネジを取付

けます。 

手順② トップカバーの取付け。 

最初に前端をフロントカバーに引っ掛

けます。次に後端を防護カバーにかぶせ

るようにして取付けます。断熱材の端が

はみ出ていないことを確認して、ネジ止

めします。（右図は通常設置の例） 

カーペット 

 

コード類を本体の下敷にしないよう注

意してください。漏電・故障の原因に

なります。 

壁固定用ネジ 



 －２８－

設置後のファン清掃 
 

手順① 施工時に、蓄熱ブロックの欠片などが

ファン取付け部に落ちてしまうことが

あります。異音の原因となりますので、

施工後は下図のようにファンを一度取

り出し、ファンを逆さまにして軽く振

り、欠片を取り除いてください。 

 

 

●ファンを取り出す際、コード類を内

部の鋼板・ヒーター端子などに引っ掛

けたり擦ったりして、コードを傷つけ

ないよう注意してください。 

●内部配線がファンの羽根車に触れて

いると被覆がむけるなど思わぬ事故に

つながります。ファンを取り付けた後、

内部配線を手前に整えてからルーバー

を取り付けてください。 

 



 －２９－

室温センサーの設置 
 

壁組み込み設置の場合など、熱がこもりやすい環境では室温センサーが実際より高い温度を検知

してしまい、ファンが回らない場合があります。このようなときは室温センサーを本体から引き出

して離れた場所にケーブルクリップなどで固定してください。 

手順① コードクランプから室温センサーの束を取り外します。 

 

手順② 室温センサーの結束バンドを外し、コードを伸ばして本体から離れた場所にケーブルク

リップなどで固定します。 

 

 

 

 

室温センサーは図のように

コードクランプで固定され

ています。クランプから取

り外し、結束バンドを外し

てコードを延ばします。 

（コード長 約１．７ｍ） 

● オプションの壁組込み室温センサ

ーを取付けるなど、センサーのコ

ードを切断･接続するときはショ

ート・断線しないよう注意してく

ださい。動作不良の原因になりま

す。 

● 窓下などのコールドドラフトを受

ける場所はセンサーが低い温度を

感知してファンが回りっぱなしに

なることがあります。熱量不足の

原因になりますので注意してくだ

さい。 

ポイント！ 



 －３０－

配線の点検 
 

配線の点検 

(１) 絶縁測定 

２００Ｖとアース間を絶縁計で測定し、絶縁抵抗値が０．２ＭΩ以上あることを確認します。 

 

 １００Ｖ、２００Ｖ電源は必ず切ってください。感電の原因となります。 

 絶縁計がプリント基板などの回路に触れると電子機器を壊す可能性がありますので十分に注意

してください。 

 設置直後や長期間休止した暖房シーズン初めには断熱材などが水分を吸って絶縁抵抗値が低下

している場合がありますが、一度通電すると乾燥して回復します。 

（０．２ＭΩ以下まで低下している場合、漏電遮断器が作動する場合があります。十分に乾燥させ、

絶縁抵抗が回復していることを確認してから通電してください） 

 

(２) 動作チェック 

制御用電源（１００Ｖ）を入れて下記の動作チェックを行います。 

手順① 配電盤の２００Ｖ電源ブレーカーを入れます。 

手順② 蓄熱量設定が「大」～「小」のいずれかになっていることを確認します。 

手順③ 蓄熱増しスイッチを入れます。（リレーが入る音がします） 

手順④ クランプテスター等で２００Ｖの電流値を確認します。（下表参照） 

手順⑤ 確認が終わりましたら、蓄熱増しスイッチを切ってください。 

機種 RDS-S2240 RDS-S3340 RDS-S4440 

電流（A） 10～13 14～19 19～25 

 

 

 蓄熱ブロックが入っていない状態で、通電をしないでください。ヒーターが高温になり、触れ

るとやけどする恐れがあります。 



 －３１－

電気配線図 
 

 
 

 

★ファンは、2240 型／3340 型は１基。 

★底面センサーは、2240 型／3340 型は１個。 
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